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論文内容の要旨

殴合異常の状態では，阻嶋中食物が往々歯肉に異常な器械的刺激を加える。また，食物残透が歯肉

辺縁部 lと滞留しやすい。乙れらの刺激は当然商内に悪影響を及ぼし，歯周疾患を誘発する原因となる

可能性が考えられる。一方，歯肉に肉眼的に病的変化を認めない時でも，毛納血管顕微鏡による観察

では，攻合異常の患者の歯肉毛細血管に異常像を多く認めることが知られている。したがって，攻合

異常を矯正治療で改善した場合，歯肉毛細血管像がどのように変化するかは，歯科矯正治療が歯周疾

患の予防にいかに適応し得るかを判定する上にきわめて興味ある問題である。

本研究は，予備観察として，まず歯を移動さすために応用する力が歯肉の肉眼的所見および毛細血

管所見に変化を与えるかどうかを検討したc すなわち，肉眼的に正常歯肉を呈する正常岐合者 8 名の

切歯60歯につき歯肉の所見を求めた。このうち30歯に対しては 1 歯につき約 50g の力を 2 日間加え，

力を加えた前・後の所見を比較し，対照として力を加えなかった残り 30歯についても，力を加えた前

・後と同時期に観察した所見を比較した。

次いで，校合状態と歯肉毛細血管所見との関係を検討するため，校合異常を持つ患者56名の萌出が

完了した上下顎前歯 299 歯につき矯正治療前の歯肉を観察した。これら歯肉を，股合異常があるにも

かかわらず肉眼的に正常歯肉と認められる 149 歯のもの(正常商肉ー異常攻合群) ，攻合異常の局所

に軽度な単純性歯肉炎が認められる 76歯のもの(歯肉炎-異常股合群)および攻合は正常で歯肉も肉

眼的に正常な74歯のもの(対照群)とに分類し，両異状攻合群の歯肉毛細血管所見を対照群のそれと

比較した。

さらに，前記患者のうち，矯正治療により校合の改善を得た19名の上下顎前歯87歯の歯肉につき，

歯肉の肉眼的所見と毛細血管所見がいかに変化したかを検索した。すなわち，正常歯肉-異常校合群

41例，歯肉炎-異常吹合詳22例，対照群24例の各群につき，矯正治療前，治療中，保定前，治療後に
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おける所見を比較した。本研究でいう治療中の時期とは岐合異常の状態より正常位に至る中間位の時

期であり，保定前とは動的治療終了後で保定装置を使用する前であり，治療後とは保定装置を使用し

て，改善された校合の安定が得られたと考えられる時期である。なお，毛細血管の観察部位は，歯冠

の近遠心的中央部にあたる唇側歯頚縁歯肉とし，毛細血管像の判定は係蹄頂直径，形態および数につ

いて行ない， これらの所見を統計学的に比較した白

観察結果の概要は次のごとくである。

歯肉の肉眼的およびモ細血管所見には，歯を移動さすための力を応用した前・後で変化を認めなか

っ 7こ。

正常歯肉一異常唆合群および歯肉炎一異常校合群の矯正治療前における毛細血管所見は，係蹄頂直

径において， 20μ 以上の太い直径を示すものがそれぞれ9.4%および21.1%で対照群の2.7%に比し多

く，また対照群には認められなかった 5μ 以下の細い直径を示すものがそれぞれ8.7労および6.6%観

察され，対照群との間に有志差を認めた。係蹄の形態においても， complex type を示すものがそれ

ぞれ34.9%および40.8%で対照群の17.6%に比して多く，対照群との聞に有意差を認めた。しかし，

係師数においては差を認めなかった。

正常歯肉-異常校合群では，矯正治療前，治療中，保定前，治療後の各時期に歯肉の肉眼的所見に

変化のなかったものが36例，治療中の時期にのみ軽度の炎症を認めたものが 5 例あった。また，歯肉

炎ー異常校合群の歯肉の肉眼的所見では，矯正治療前に見られた軽度の歯肉炎が， 8 例においては治

療中の時期までに消失し，さらに他の 8 例においては保定前の時期までに消失し，残り 6 例において

は治療後の時期までに消失し，矯正治療後はすべて肉眼的に正常歯肉となった。これら両群の毛細血

管所見では，治療前と治療中，治療中と保定前，保定前と治療後の各比較において，係、Rí)J頂直径，形

態数のいずれにも差が認められず，矯正治療の経過を追ってのこれらの区切られた期間では，統計学

的に示されるような毛細血管所見の変化は見られなかった。しかし，治療前と治療後との比較におい

て， 1:系蹄数には差を認めなかったが，係蹄頂直径と係蹄の形態には有意差を認めた。これは，攻合状

態の改善に伴って毛細血管所見が徐々に変化したためで，治療後には対照群のそれに近似するに至っ

た。一方，対照群の歯肉肉眼的所見は，異常校合歯の矯正治療前，治療中，保定前，治療後に相当す

る時期において正常で変化を認めず，また毛細血管所見もほとんど変化せず差を認めなかった。した

がって両異常校合群に見られた毛細血管所見の変化は，食物の歯肉に対する刺激が生理的範囲となっ

たことに由来するものと考えられる。

以上の結果から，歯科矯正治療で攻合を改善することにより治療前に肉眼的に認められた軽度な単

純性歯肉炎は消失し，唇側歯頚縁歯肉の毛細血管像も正常歯肉-異常攻合群および歯肉炎ー異常校合

群共に改善され，正常歯肉一正常攻合群(対照群)の所見に近似することがわかった。

論文の審査結果の要旨

本研究は歯肉に対する歯科矯正治療の影響を研究したものであるが，従来ほとんど行なわれなかっ
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た唆合の改善と歯肉毛細血管所見との関係について重要な知見を得たものである。

よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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